
大
和
川
・
落
堀
川
の
野
通
橋
の
架
橋

大
坂
か
ら
大
和
へ
の
道
、
古
市
街
道

　
こ
の
度
、
市
内
の
お
宅
に
貴
重
な
江
戸

時
代
の
若
林
村
を
描
い
た
絵
図
が
保
管
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ご
当

主
か
ら
寄
贈
を
受
け
、
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
若
林
は
松
原
市
の
北
東
端
で
、
江
戸
時

代
は
河
内
国
丹た

ん
ぼ
く北
郡
若
林
村
で
し
た
。
北

は
丹
北
郡
川か

わ
な
べ辺
村（
大
阪
市
平
野
区
）や
丹

北
郡
・
志し

き紀
郡
木き
の
も
と本
村（
八
尾
市
）、
東
は

丹
北
郡
・
志
紀
郡
太お

お
田た

村（
八
尾
市
）や
丹

北
郡
津つ

堂ど
う
村（
藤
井
寺
市
）、
西
は
丹
北
郡

大
堀
村（
松
原
市
）、
南
は
丹
北
郡
小
川
村

（
松
原
市
）に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　
絵
図
類
は
五
点
あ
り
、
一
番
古
い
時
期

は
、
正

し
ょ
う
と
く徳
四
年（
一
七
一
四
）三
月
に
若
林

村
に
居
住
す
る
四
十
数
軒
の
間
取
を
各
人

の
連
判
で
認
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
、

天て
ん
ぽ
う保

九
年（
一
八
三
八
）八
月
、
山や

ま
内う

ち
じ
ん
す
け

甚
助

が
改
め
て
写
し
た
も
の
で
す
。

　
若
林
村
は
宝ほ

う
え
い永
元
年（
一
七
〇
四
）の
新

大
和
川
の
改
流
で
、
村
が
南
北
に
分
断
さ

れ
、
川
北
は
若
林
村
出
郷
と
し
て
田
畑
の

み
で
、
屋
敷
地
の
本
村（
居き

ょ
そ
ん村

）は
南
側
だ

け
で
し
た
。
氏
神
で
あ
る
若
林
神
社
の
鳥

居
や
本
殿
が
描
か
れ
る
他
、
檀だ

ん

那な

寺で
ら

の
立
り
ゅ
う

法ほ
う

寺じ
（
真
宗
大
谷
派
）
や
本ほ

ん

了り
ょ
う

寺じ
（
日
蓮

宗
）が
持
つ
田
畑
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
阪
メ
ト
ロ
谷
町
線
の
八
尾
南

駅
は
八
尾
市
若
林
町
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

も
と
も
と
は
丹
北
郡
若
林
村
で
し
た
。
明
治

時
代
以
降
に
中
河
内
郡
恵え

が我
村
若
林
、
昭
和

三
十
年
に
松
原
市
若
林
町
と
な
り
ま
し
た

が
、
大
和
川
以
北
の
み
が
昭
和
三
十
九
年

に
八
尾
市
に
編
入
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　
幕
末
の
慶け

い
お
う応
四
年（
一
八
六
八
）八
月
に
描

か
れ
た
絵
図
も
存
在
し
ま
す
。
大
和
川
が
洪

水
を
起
こ
し
て
田
畑
が
荒
所
に
な
っ
た
こ
と

を
示
し
た
も
の
で
す
が
、
今
は
見
ら
れ
な
い

大
和
川
に
架
か
る「
野
通
橋
」と
よ
ぶ
橋
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
大
和
川
の

改
流
に
合
わ
せ
て
平
行
し
て
掘
ら
れ
た
落お

ち
ぼ
り堀

川が
わ
に
も
や
は
り
大
和
川
野
通
橋
を
延
長
し
て

土
堤
を
横
切
っ
て
同
名
の
野
通
橋
が
見
ら
れ

ま
す
。
南
側
本
村
の
農
家
の
人
々
が
、
落
堀

川
や
大
和
川
を
越
え
て
、
北
側
出
郷
の
田
畑

を
耕
作
す
る
た
め
に
通
る
木
橋
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
、
落
堀
川
に
架
か
る
中な

か
は
し橋

が
野
通
橋
を
継
い
だ
橋
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
絵
図
を
も
う
一
点 

、
紹
介
し
ま
す
。
年

月
が
書
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
若
林
村
は
大
和

川
付
替
え
翌
年
の
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）

以
降
、
幕
府
領（
代だ

い
か
ん官

）
と
旗は

た
も
と本

領
に
分
け

ら
れ
ま
し
た
。
一
つ
の
村
に
複
数
の
領
主

が
い
る
こ
と
を
相あ

い

給き
ゅ
うと

よ
び
、
庄

し
ょ
う

屋や

も
二

人
存
在
し
ま
し
た
。
幕
府
領
を
管
轄
す
る

代
官
は
代
わ
り
ま
す
が
、
旗
本
領
は
戸と

だ田

氏
が
代
々
幕
末
ま
で
支
配
し
ま
し
た
。
絵

図
に
は
代
官
は
角

す
み
の

倉く
ら

與よ

一い
ち
、
旗
本
は
戸
田

大
学
と
あ
り
、
庄
屋
三さ

ん

左ざ

え衛
門も

ん
、
年
寄
庄

し
ょ
う

三ざ

え衛
門も

ん
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
同
図
は
、
人
名
な
ど
か
ら
江
戸
時
代
後

半
の
安あ

ん
え
い永

年
間（
一
七
七
二
〜
八
〇
）
前
後

の
製
作
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
も
野

通
橋
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
大
和

川
の
川
幅
は
百
間（
一
八
一
メ
ー
ト
ル
）
で

す
が
、
野
通
橋
は
そ
の
半
分
、
五
十
間
の

木
橋
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
す
。
当
時
、

大
和
川
に
は
河
内
・
大
和
地
域
の
年ね

ん

貢ぐ

米ま
い

や
綿
を
大
坂
へ
運
ぶ
と
と
も
に
、
大
坂
か

ら
は
油

あ
ぶ
ら

粕か
す
・
干ほ
し

鰯か

な
ど
の
肥
料
を
運
ぶ

剣け
ん
さ
き
ぶ
ね

先
船
が
就
航
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
橋

の
長
さ
を
制
限
し
た
の
で
し
ょ
う
。
農
作

業
で
対
岸
に
渡
る
と
き
は
、
船
板
な
ど
を

継
ぎ
足
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
絵
図
で
は
、
大
坂
や
平
野（
大
阪

市
平
野
区
）
よ
り
長な

が

尾お

街
道
や
竹
た
け
の
う
ち内
街
道

と
結
び
つ
い
て
大
和
へ
と
至
る
、
古ふ

る

市い
ち

街
道
と
か
大
坂
街
道
と
よ
ば
れ
る
古
道

が「
大
坂
よ
り
大
和
へ
の
往お

う
か
ん還
」と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
が
そ
そ
が
れ
ま

す
。江
戸
時
代
、平
野
か
ら
川
辺
渡わ

た
しを
渡
っ

て
大
堀
へ
出
て
、
大
堀
八
幡
宮
旧
鎮
座
地

の
西
側
を
経
て
、
若
林
と
小
川
の
境
界
を

通
っ
て
津
堂
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
時
代
に
よ
っ
て
、
古
市
街
道
は
、
大
堀

か
ら
小
川
の
深ふ

か

居い

神
社
横
や
正
し
ょ
う
じ
ょ
う定
不ふ

退た
い

寺じ

・
伊
勢
灯
籠
前
を
通
る
場
合
や
、
大
和

川
の
左
岸
土
堤
沿
い
に
、
現
大
正
橋（
八

尾
市
）か
ら
津
堂
・
小
山（
藤
井
寺
市
）に

通
じ
る
道
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
夏
、
私
た
ち
は
案
内
板「
河
内
国
古
市

街
道
」
を
深
居
神
社
前
と
旧
野
通
橋
前
の

本
了
寺
題だ

い
も
く
い
し

目
石（
天て

ん
め
い明

元
年
、
一
七
八
一
）

前
に
建
て
ま
し
た
。
そ
う
し
た
折
、
貴
重

な
若
林
村
絵
図
の
発
見
が
あ
り
、
歴
史
の

機
縁
を
感
ぜ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

若林村絵図類（江戸時代）の発見
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲正徳4年（天保9年改写）の若林村絵図（部分） ▲深居神社前の「古市街道」
案内板（小川4丁目） 

vol.256

▲安永年間前後の若林村
絵図（部分）  

▲本了寺題目石前の「古市街道」
案内板（若林1丁目） 
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　 は野通橋、　 は「大坂より大和への往還」（古市街道）　 

種類 要予約 とき（11月・12月） ところ 備考・予約先・問合せ

法律 ★ 第1･2･3･4水曜日午後1時〜 5時
（1日16人、原則1人1回約30分間）

市役所3階相談室

市民協働課（☎334−1550）
予約については原則、相談日の
3週間前の木曜日午後1時から。

行政 ★ 第1水曜日午前9時30分〜 11時30分 市民協働課（☎334−1550）
国の行政に関する意見など。

人権
★ 第1･2･3金曜日午後2時〜 4時 人権交流室（☎337−3101）
　

月〜金曜日午前9時〜午後5時30分 はーとビュー はーとビュー（人権交流センター
☎332−5705）

総合生活・進路・就労相談は電
話相談も可。女性相談は一時保
育あり（有料、要予約）。

総合生活・進路・就労
青年自立

★
巡回相談会 11月16日㈮午後1時30分〜4時30分(予約優先) 三宅公民館

女性 ★
第1･3木曜日午前9時30分〜午後0時30分 はーとビュー
第2･4木曜日午後1時30分〜 4時30分
11月22日㈭　特設相談　午後5時〜 8時 市役所3階相談室

消費生活 月〜金曜日午前10時〜正午・午後1時〜 4時 市役所6階消費生
活センター

消費生活センター
（☎337−3080　産業振興課）

労働 ★ 予約受付は月〜金曜日午前9時〜午後5時30分 各社会保険労務
士事務所

産業振興課（☎337−3112）
就労 月〜金曜日午前9時〜午後5時 市役所6階雇用就

労支援センター

若者自立・就労 ★ 第4水曜日午後2時〜 5時 市役所内相談室 南河内若者サポートステー
ション（☎0721−26−9441）

福祉総合

月〜金曜日午前9時〜午後5時30分

福祉総務課（☎337−3116）
電話相談も可生活困窮者自立

家庭児童 ★ 子ども未来室（☎337−3118）
電話相談も可

ひとり親
★

毎週木曜日午後3時〜 7時 総合福祉会館（☎336−0805）

心配ごと 毎週水曜日午後1時〜 4時 市役所東別館 松原市社会福祉協議会
（☎333−0294）

国保日曜納付 11月25日・12月16日㈰
午前10時〜午後5時

保険年金課（☎337−3123）
納付相談は保険年金課で随時行っています。

からだの健康 ★ 11月19日㈪・12月11日㈫
午後1時15分〜 2時30分 市立保健センター 地域保健課（☎337−3126）栄養 ★

歯科 ★ 12月11日㈫午後1時30分〜 2時45分
禁煙

月〜金曜日午前9時〜午後5時
地域保健課（☎337−3126）
電話相談・予約も可、予約無しの場合は市役所　
1階総合案内受け付けへ。

こころとからだの
なんでも健康相談
（育児の事を含む）


